
令和６年度
結核対策講習会

鹿児島市保健部感染症対策課

～結核の現状について～



結核は、過去の病気だと
思っていませんか…?



日本の結核の発生状況（2023）

新登録結核患者数…‥‥10,096人
死亡者数（概数）…‥‥1,587人
罹患率（人口10万対）… 8.1

今も1日に平均2８人の結核患者と診断され、

5人が命を落としています。



2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

全国 15.4 14.4 13.9 13.3 12.3 11.5 10.1 9.2 8.2 8.1

鹿児島県 16.8 15.6 15 14.3 14.6 11.4 10.4 10.2 8.5 9.8

鹿児島市 15.2 14.2 13.6 13.2 12.7 11.6 10.1 9.5 8.1 9.9
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(人口10万人対)

結核罹患率（人口10万対)の年次推移



都道府県別の結核罹患率（2023）

罹患率（人口10万対）県名
13.1大阪府

高位5県
12.2大分県
10.8奈良県
10.2兵庫県
9.9京都府
8.1全国平均
3.6岩手県一番低位県

鹿児島県
9.8

鹿児島市
9.9



課題



本市の年代別 結核新登録者の年齢構成内訳数（LTBI除く）

0-9歳 10-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 80-89歳 90歳以上
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〇典型的な症状がないことが多い。
・食欲低下
・微熱の継続
・倦怠感
・体重減少

〇胸部X線写真、CTが読みにくい。

受診していても、診断が遅れがち。
高齢者=結核のハイリスク者



１.個別勧奨の実施
２.受診機会の拡大
（１）個別健診の推進
（２）個別健診実施医療機関による受診勧奨
３.受診率向上に向けた啓発など

年 省

高齢者における早期発見対策について



課題



鹿児島市の新規登録結核患者のうち外国出生患者の割合
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外国出生結核患者の年齢別発生状況（2012年～2023年）



外国出生結核患者の国籍別発生状況（平成24年～令和5年）

ベトナムフィリピ
ンネパール韓国インドネ

シア中国
外国出生患
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入国前スクリーニング

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou03/index_00006.html



外国人出生者を支える支援

多国語対応の
パンフレット

⾧期服薬を支援
するアプリ

通訳の活用



【対象者】帰国支援を希望する者

【支援期間】
患者が結核治療を帰国先で継続すると決め、母国で初回病院受診を確認するまで

https://jata.or.jp/kikoku.php



課題



肺結核活動性・喀痰塗抹陽性の
発病～初診の期間
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２週未満 ２週以上1月未満 １月以上２月未満 ２月以上３月未満
３月以上６月未満 ６月以上 不明・該当せず



肺結核活動性・喀痰塗抹陽性の
初診～診断の期間
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結核におけるまとめ

20～30代の外国人出生者結核患者の増加。
20～50代は、特に受診に至るまでの期間が⾧い。
70代以上は本市の結核患者の約7割を占める。
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